
ん

前
回
は
、
樹
上
生
活
で
の
腕
渡
り
に
お
け
る
発
声
器
官

の
準
備
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
.
上
肢
の
伸
展
支
持
が

胸
郭
国
定
を
要
請
し
‘
息
と
め
に
よ
る
声
帯
の
閉
鎖
能
力

を
高
め
た
の
で
し
た
.
地
上
に
降
り
、
草
原
や
丘
陵
地
帯

を
歩
く
な
か
で
、
呼
吸
は
着
地
動
作
に
引
き
込
ま
れ
、
呼

気
動
作
と
連
動
し
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
.
と
〈
に

下
り
の
と
き
な
ど
、
着
地
の
衝
撃
を
緩
め
る
た
め
、
胸
郭

内
の
空
気
を
砕
し
抜
く
な
ど
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
.
他
方

で
の
下
肢
の
骨
格
構
造
の
変
化
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
適

合
が
‘
長
時
間
も
直
立
し
て
歩
け
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ

た
の
で
し
た
.
こ
れ
は
人
類
だ
け
が
も
っ
特
徴
で
す
.
今

回
は
、
直
立
し
て
同
じ
速
さ
で
歩
け
る
と
と
が
‘
『
勝
斡

運
動
系
』
に
ど
の
よ
う
に
効
果
し
た
か
、
こ
れ
に
つ
い
て

お
脅
し
た
い
と
恩
い
ま
す
.
一

つ
は
、
カ
の
入
れ
具
合
に

関
す
る
手
足
の
共
同
諸
筋
の
予
期
的
準
備
投
定
へ
の
効
果
、

も
う
一
つ
は
、
予
期
や
同
期
に
あ
た
っ
て
の
自
分
な
り
の

リ
ズ
ム
の
形
成
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
.

直
立
に
よ
る
不
安
定
に
対
し
‘
余
分
な
力
が
故
け
る
か

否
か
、
と
れ
が
問
題
で
す
.
園
A
は
、
カ
を
入
れ
た
り
抜

い
た
り
、
最
適
な
カ
の
調
節
機
構
を
同
定
し
た
研
究

J
Y

エ
マ
図
(
森
、
一
九
八
三
)
.
橋
背
側
な
い
し
腹
側
中
心

被
蓋
野
(
減
弱
・
増
強
)
に
対
す
る
微
少
刺
激
に
よ
り
実

験
的
に
緊
張
具
合
を
設
定
.
歩
行
誘
発
野
へ
の
刺
晶
置
は
、

強
直
で
も
、
銭
カ
で
も
だ
め
で
、
最
適
な
段
定
で
有
効
.

段
差
な
ど
‘
急
な
不
測
の
事
態
で
捻
挫
す
る
な
ど
の
こ
と

を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
歩
行
は
、
手
足
の
相
反
的
な
共
同
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蔵

弁

力

夫

四
歩
に
三
拍
、
直
立
=
足
に
よ
る
自
分
の
リ
ズ
ム
の
形
成

緒
筋
の
最
適
な
設
定
で
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
了
解
で

き
ま
す
.
そ
れ
ゆ
え
、
歩
行
の
安
定
は
、
手
足
の
共
同
誇

筋
の
予
期
的
準
備
の
設
定
能
カ
を
高
め
る
関
係
に
あ
り
、

両
者
の
統
合
は
脳
幹
運
動
某
そ
の
も
の
の
形
成
で
す
.

で
は
、
歩
行
の
安
定
と
は
何
か
.
悶
B
は
、
歩
行
サ
イ

ク
ル
内
に
お
け
る
足
の
裏
の
各
支
持
点
(
腫
、
母
艦
球
、

第
一
魁
)
の
接
床
パ
タ
ー
ン
か
ら
分
析
し
た
も
の
.
研
究

室
で
一
五
年
ほ
ど
前
に
開
発
.
小
学
六
年
生
の
男
の
子
の

デ
l
タ
.
安
定
し
た
歩
行
の
二

O
サ
イ
ク
ル
、
四

O
歩
を

重
ね
合
わ
せ
、
平
均
値
を
太
い
実
線
で
表
記
.
そ
の
上
に

A.、脳幹における姿勢の器持t歩行リズムの調節極構

圃騰における姿隣国保鱒t歩行軍勘由.織を障届ネコで

同定した研究‘シェマ園(重量置Jl. 1983】.
D T F 筋トーヌスの抑制復調時{帽首舗中心微量野}

V TF  簡トーヌス自主・彊健機 (揖盟側中心櫨量野}
MLR 中園歩行鶴舞野. P-BLR 繍'!i圃歩行障

発野. 簡トーヌスが冒すぎても.彊すぎてもさ歩行は館突
できずー.Jaしたネコに lまDTFを圃2・‘眼力して直臥に

あるネコには VTFを剥渇して、.置な簡ト ヌスを盤定

すると、。届歩行It!!野の電気剥2・でさ修行をIt~をできた .

円川
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行

MLR (P-8LR) 

歩

t o. 

畢~優待
筋トーヌス

彊

現

は
各
接
床
・
離
床
点
の
平
均
と
標
準
備
蓋
を
三
角
形
の
頂

点
と
底
辺
の
関
係
で
表
示
.
上
段
は
、
心
拍
動
で
、
サ
イ

ク
ル
内
の
拍
動
回
数
、

一
回
、
ニ
回
毎
の
各
点
の
平
均
と

偏
差
を
同
じ
要
領
で
表
示
.
一
回
の
と
き
は
、
左
足
か
ら

右
足
接
床
の
時
点
で
拍
動
.
二
回
の
と
き
は
、
左
足
母
雌

球
部
接
床
前
半
、
及
ぴ
右
足
母
駈
球
部
接
床
後
半
あ
た
り

で
拍
動
.
四
歩
行
に
対
し
三
拍
動
の
関
係
で
‘
歩
行
と
心

拍
動
、
両
者
の
リ
ズ
ム
は
ゆ
ら
ぎ
な
が
ら
同
期
.
こ
の
例

で
は
‘
毎
分
換
算
で
、
歩
行
・

一
二
三
、
心
拍
動
・
九
0
.

し
か
も
、
心
拍
動
の
引
き
込
み
が
、
左
足
母
駈
球
部
接
床

の
と
き
は
前
半
、
右
足
母
魁
球
部
接
床
の
と
き
は
後
半
あ

た
り
.
こ
れ
は
、
支
持
脚
、
動
作
脚
の
特
徴
を
見
事
忙
表

現
.
周
り
の
変
化
に
対
し
、
自
分
の
リ
ズ
ム
で
自
分
な
り

立
ち
止
ま
る
所
以
で
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
)

4歩lこ3泊、事行のサイクル内リズムI:o泊変動
解望号な遺書で (m. 12.02 vrs old) 

8. 

(歩行 122.71min.心拍 90. 81岡 in)

977.85(主 26.21)ms・c
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